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語句の用法の変化の裡に読み取ることが､同時に 懐 利 という圧倒的な力の
前に無力な人間存在という､基本的な古代人の人間観に直接触れることになり
ます｡こうした人間の根元的な弱きへの認識は､現代の超加速度的に変化して
ゆく社会の中で､先行き不透明な時代を手探りで歩む我々の状況とも類比せら
れるものです｡
先生のテキストへの誠実さは､学生への対処に於いても現れていました｡大
学院入試の際に提出した私の稚拙な文章も丁寧に訂正されたのは､魯迅の不朽
の短篇 ｢藤野先生｣一一若い留学生魯迅が､自分の医学の諸株 己を教授たる
藤野先生が丁寧に朱筆添削したのを見た時の感動と感謝を描いた名作- を思
い出させます｡
先生からはもっと学んでおくべきだったと悔やまれてなりません｡私は､パ
ソコンを駆使した ｢研究｣などとは無縁な人間です｡それでも､古代の人々同
様､こつこつと自分なりの遅々たる歩みにおいて､先生が卸手本を示して下さ
った古典とのつきあい方､そして人間とのつきあい方を大切にしていきたいと
思います｡
先生が手塩にかけてお育てになられた京大西洋古典学科及び､西洋古典学の
裾野を今後もずっとエリュシオンの園より守り､導いて下さい｡
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